
 

                                        

【 第３０回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

日   時：令和６年１月１０日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所：本部棟１階 大会議室  

 

本学出席者：熊本大学長                               小川 久雄 

       理事（研究・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略・ｷｬﾝﾊﾟｽﾐｭｰｼﾞｱﾑ担当）大谷 順 

       理事（人事・労務担当）           水元 豊文 

       理事（広報・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ・行政連携担当）   宮尾 千加子 

内     容： 

 

 
１． 大学等連携推進法人の認定について（資料１） 

①一般社団法人 熊本地域大学ネットワーク機構について 

②新学部「情報融合学環」における大学等連携推進法人制度を活用した教育の紹介 

 

２．ＤＸの推進に向けた取り組みについて（資料２） 

  ①「RPA推進プロジェクトチームにおける業務効率化への取り組み」 

  ②「教育現場におけるDX推進取組み ～保護者等Webの稼働について～ 」 

   

３．その他 

 



第３０回熊本大学定例学長記者懇談会

大学等連携推進法人の認定について

一般社団法人熊本地域大学ネットワーク機構

熊本大学・熊本県立大学・東海大学は、熊本県内に活動拠点を置く
高等教育機関がこれまでの連携によって推進してきた熊本県地域にお
ける高等教育の機能強化を更に発展させることを通じ、多様化する学
修者のニーズや社会からの人材育成等に係る要請に応えるとともに、
熊本地域の発展に貢献することを目的として、令和５年４月３日に
「一般社団法人熊本地域大学ネットワーク機構」を設立しました。

熊本地域大学ネットワーク機構とは
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令和6年1月10日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料１-１



令和４年10月13日開催
「地域活性化人材育成
事業～ＳＰＡＲＣ～」
合同記者会見

令和５年３月28日開催
「地域活性化人材育成
事業～ＳＰＡＲＣ～」
キックオフシンポジウム

令和４年３月
熊本県公表
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目標

情報融合学環
総合管理学部
総合管理学科

情報専攻

・地域課題を把握するための知識と、課題解決に向け既存の枠組みを超えることに挑戦することの意味を理解し、
自らが率先して挑戦できる人材
・地域の産業構造の特性についての理解と、グローバル企業展開する半導体関連産業についての基本的知識を備えた人材
・一定水準の英語力と英語等外国語でのコミュニケーション能力を有する人材
・Society5.0に対応するために必要不可欠なデータサイエンスを含めた情報通信・ＡＩに関連する基盤的な知識と
データを活用するための基本的な技能を備えた人材
・上記の人材の中で特に女性人材の活躍を推進

く まもと ＤＸ 人材育成
プラットフォーム
（R4年6月設置予定）

データサイエンス入門

実用英語

DSゼミナール

実践アントレプレナーシップ
チャレンジ

共同研究
オープンイノベーション推進

大学発ベンチャー育成
インターンシップ促進
就職活動支援
留学生支援
奨学金支援

人材像設定

アントレプレナーシップ・コンペティション

女性の

学び直し

熊本地域で求められる人材像、身に付けるべき資質・能力等

くまもとＤＸ人材育成
プラットフォーム
（R4年6月設置）

学：産業界のニーズを反映した
教育プログラムの構築、実施

産・金：企業等のニーズに基づ
く教育プログラムに対する提
案、教育プログラム実施におけ
る人材面の協力

官：県内のＤＸの推進や半導体
人材の確保の観点からの教育
プログラムに対する提案。
人材育成に必要となる産学官
の連携体制の充実・強化

役割分担

評価

（大学等連携推進法人）

熊本地域大学ネットワーク

２つの文理融合学位プログラム新設：D X 人材育成

（R6設置予定）

（R6設置予定）

リカレント教育の評価に

より、スピード感あるPDCA

サイクル実現

既存の
スキル

スキル
高度化

Reskill Skill-up

新たな
スキル
獲得

リカレント教育

―地域社会と 国公私3 大学の連携による”く まも と 型文理融合D X 教育”の構築を目指して―
く まも と の未来を拓く グローバルD X 人材育成プロジェクト

く
ま
も
と
型
文
理
融
合

Ｄ

Ｘ

教

育

構

築

地元就職率UP 51%→7 0 ％
地域が求める人材UP 42%→9 0 ％
グローバルコミュニケーション能力UP1.8%→10 ％
数理・データサイエンス・AIスキルUP ０→２大学
女性の活躍推進 2３%→４5 ％

大
学
コ
ン
ソ
熊
本

10
校
へ
展
開

高大接続：女性限定入試
入試科目の見直し 女性の活躍推進

高大連携：地域課題科目合同
WGによる連携

学位プログラム改善

２年：R７年度

１年：R６年度

４年：R９年度

４年分の文理横断
型教育プログラム
開発 ・ 試行

現代社会と半導体

地域課題PBL

半導体関連分野科目を「地域
学」と して捉え共通教育化

地域課題PBL
経営戦略論

３年：R８年度

事業協力大学

R10年度以降展開

【事業参加大学】
【事業責任大学】

・自大学にない科目を連
携開設科目として開設
・人的資源を活用

グローバル企業の
熊本進出を契機に、
グローバル人材育成
強化 アントレプレナーシップDSゼミナール

ビジネス倫理学

実用英語

デジタルマーケティング 他１科目

アグリマーケティングﾞ論 他２科目

SPARC全体像



一般社団法人熊本地域大学ネットワーク機構

一般社団法人熊本地域大学ネットワーク機構（令和５年４月３日設立）

理事会

法人の業務執行の決定

社員総会

法人に関する重要事項
の決議

大学等連携推進
評議会

文
部
科
学
大
臣

大学等連携
推進法人
と して認定

申請

法人の
業務を
執行

・意見具申
・業務の実施
状況の評価

学校法人

東海大学
公立大学法人

熊本県立大学
国立大学法人

熊本大学

社員として参加 社員として参加 社員として参加

【SPARC】く まも と の未来を拓く グローバルD X 人材育成プロジェクト

・連携開設科目の開設・運営

・人材育成の充実に関すること

・研究の活性化に関すること
・社会連携の推進に関すること
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文部科学省ホームページ掲載資料
https://www.mext.go.jp/content/20210226-koutou01-000011127_003.pdf
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文部科学省ホームページ掲載資料
https://www.mext.go.jp/content/20210226-koutou01-000011127_003.pdf

文学部 教育学部 法学部 理学部 医学部 薬学部 工学部

文学部 環境共生学部 総合管理学部

情報融合
学環

情報専攻

文理融合学部 農学部

経営学科
地域社会学科
人間情報工学科

熊本キャンパス

カリキュラムの中に、
他大学の授業科目を組み込むことが可能

連携開設科目

連携開設科目
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総合管理学部

情報専攻

文理融合学部 農学部

経営学科
地域社会学科
人間情報工学科

情報融合学環

データサイエンス入門

アグリマーケティング論

アグリビジネス論

グローバル企業家論

ビジネス倫理学

経営戦略論

半導体関連科目
デジタルマーケ
ティング等

9



情報融合学環

第３０回熊本大学定例学長記者懇談会

～大学等連携推進法人制度等
を活用した教育の紹介～

熊本大学情報融合学環長候補者
城本 啓介

工学部 機械数理工学科 教授
大学院自然科学教育部 副教育部長
大学院先端科学研究部 副研究部長
半導体・デジタル研究教育機構 機構長特別補佐

情報融合学環カリキュラムマップ

1年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

DS
総
合

学
環
基
盤
科
目

DS
半
導
体

教養科目（ 現代社会と半導体 を含む）

英語A-1, A-2◎ 英語B-1, B2

線形代数I 線形代数II

微分積分I 微分積分II

DS基盤数学演習IIDS基盤数学演習I 

ICTリテラシー DSリテラシー

DS倫理 DS入門

物理化学基礎

確率・統計集合と論理

データ分析I

離散数学I 

統計学I 統計学II

統計学演習I

データ分析II

統計学演習II

プログラミング演習I プログラミング演習II

情報理論

コンピュータ
システム論 グローバル

企業家論

プレゼンテーショ
ン実習

DSゼミナールI DSゼミナールII

実用英語I, II 実用英語III, IV

最適化理論ビジュア
ライゼー
ション

人工知能
理論

人工知能
演習

コンピュー
タネット
ワーク

情報セキュ
リティ

データ
ベースⅠ

ビジネス
倫理学 経営戦略論

アントレプレナーシップ
入門（キャリア科目）

実践アントレプレナーシップチャレンジ

インターンシップ
知的財産権

熊本県立大学提供科目 東海大学提供科目 工学部科目 法学部科目 医学部科目

両コース共通：必修 両コース共通：選択必修 両コース共通：選択 半導体コース：必修 総合コース：必修 半導体コース：選択 総合コース：選択必修（半導体コース：選択）

卒業研究

DSゼミナールⅢ DSゼミナールⅣ

評価・
調査法

経済学入門

教示と
行動変

容

法社会学Ⅰ

アグリ
マーケティ
ング論 経済政策/国際経済論

教育論ベー
シック

デジタルマーケ
ティング

アグリビジ
ネス論

行政学Ⅱ

計量経済学

医療画像認識インストラク
ショナル・デ
ザイン基礎

離散数学II

ウェブプロ
グラミング

基礎

HCI設計論

ディジタル
信号処理I

コンピュー
タアーキテ

クチャ

ディジタル
信号処理II

生体情報
システム

メディア
情報処理

C
S

系
科
目
群

安全工学電気計測

電気
回路I

電気回路
II

論理回路
演習

半導体
基礎

電磁気学
概論

アナログ
電子回路

半導体実験Ⅰ 半導体実験Ⅱ

半導体
工学

EDA概論

半導体
製造技術

先端半導
体工学

電気電子
材料

ディジタル
電子回路

集積システ
ム設計論

社
会
科
学
系
科
目
群

アントレプレナーシップ

行政学Ⅰ

学習論ベー
シック

アルゴリ
ズム論Ⅱ

人工知能
応用

論理
回路

電気回路
演習Ⅰ

制御工学
II

制御工学
Ⅰ

アルゴリ
ズム論Ⅰ

データ
ベースⅡ

2大学等連携推進法人 学部等連係課程

令和6年1月10日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料１-２



企業等との連携

3

情報融合学環
パンフレット
より抜粋

教職課程の認定と卒業後の進路

本学大学院自然科学教育部、 社会文化科学教育部、 生命系教育部等への進学を想定

（１）大学院進学

中学校教諭一種免許状（ 数学）

高等学校教諭一種免許状（ 数学／情報）

データ サイ エンティ スト 、 研究者・ 技術者

金融機関、 情報通信業（ IT企業） 、 製造業、 流通・ サービス、 教育関連業

地方・ 国家公務員、 学校教員

データ サイ エンティ スト 、 研究者・ 技術者

半導体関連企業をはじ めと する製造業、 情報通信業（ IT企業） 、 流通・ サービス

地方・ 国家公務員、 学校教員

･･･社会の幅広い DX 課題を解決し 未来へと 導く 人材へ

･･･半導体を含む製造 DX 課題に向き合いデジタ ル産業をけん引する人材へ

（２）取得可能な資格

（３）将来の進路

● DS総合コース

● DS半導体コース

4

令和５年１２月４日 文部科学大臣による教職課程の認定



RPA推進プロジェ ク ト チームにおける業務効率化への取組

【 熊本大学病院事務部】

令和6年1月10日
熊本大学定例学長記者懇談会

１ RPAと は？ ・ ・ ・ ・ 1

２ RPA推進プロジェ ク ト チーム

(1) 設置経緯 ・ ・ ・ ・ 2

(2) 組織構成 ・ ・ ・ ・ 3

(3) 基本方針 ・ ・ ・ ・ 4

(4) 活動概要 ・ ・ ・ ・ 5

(5) 今後の展望と 成果 ・ ・ ・ ・ 7

３ 令和5年度熊本大学業務改善表彰・ ・ 8

RPA推進プロジェ ク ト チームにおける業務効率化への取組

＜目次＞

令和6年1月10日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料２-1



＜Ｒ Ｐ Ａ と は？＞

「 Robotic  Process  Automation（ ﾛﾎ゙ ﾃｨｯｸ・ ﾌﾟ ﾛｾｽ・ ｵー ﾄﾒ ｼーｮﾝ） 」 の略で、

人の手によっ て行われるパソ コ ン上の作業をソ フ ト ウェ アに組み込まれた

ロボッ ト に代行し ても ら う 技術のこ と を指す。

人間が行う 作業だと 時間が掛かるう えに、 疲労がたまり ミ スを起こ すこ と も

想定さ れるが、 RPAだと ロボッ ト に作業を任せるため、 ミ スするこ と なく 、

短時間で作業を完了さ せるこ と ができる。

１ RPA（ Robotic  Process  Autom ation） と は？

1

RPA化

【 従来の作業】 【 RPA化後の作業】

熊本大学病院は、 県内唯一の特定機能病院と し て、 地域医療の

最後の砦と し ての役割を担っ ていると と も に、 熊本県地域医療

構想及び第7次保険医療計画に基づき、 病床機能の分化や連携

の推進、 医療従事者の養成等への対応を行っ ている。

そのサポート を担う 事務職員の業務の効率化を図るこ と は重要

な課題であり 、 その取り 組みの一つと し て、 令和3年4月、

病院事務部内にRPAによる業務効率化を検討する実行部隊

と し ての「 RPA推進プロジェ ク ト チーム」 を設置し た。

２ (1) RPA推進プロジェ ク ト チームの設置経緯

熊本県

○熊本県地域医療構想
平成29年3月 策定

○第7次熊本県保健医療計画
【 計画期間】 6年間

平成30(2018)年度から
令和 5(2023)年度まで

(1)設置経緯

2



２ (2) RPA推進プロジェ ク ト チームの組織構成

病院事務部長

総務課

経営戦略課

経理課

経理課(施設管理室)

医事課

医療サービス課

座 長

(2)組織構成

各課より 推薦のあっ た若手職員（ 主任・ 係員： 1～2名） を 病院事務部長の下に座長が指揮し 、

構成員のスキルアッ プ等を 図ると と も に、 各自のRPA化の取り 組みを サポート する。

▶ 健全な病院運営・ 経営のための企画立案を行う 。
▶ 臨床研究、 先進医療を推進するための支援を行う 。

▶ 病院内外の連携・ 調整の役割を担う と と も に、 職場環境の充実を 図り 、
診療、 教育、 研究の質の向上に貢献する。

▶ 県内唯一の特定機能病院と し て、 教育及び地域医療の充実に貢献する。

▶ 病院の財務を適正に管理すると 同時に、 調達に於いてはコ スト の最小化
に努め、 病院の資産効率を最大化し 、 安定的な経営を実現する。

▶ 施設・ 設備の投資効果を最大化するべく 施設整備を進める

▶ 医療従事者と の連携の中で、 医療安全、 感染対策、 情報管理等を 徹底し 、
院内で発生するリ スク に対応する。

▶ 診療報酬制度への適正な対応を行う と と も に、 院内関係者に対し 指導
並びに助言を行う 。

▶ 診療、 教育、 研究活動の進展のため、 主体的に病院運営・ 経営を 支援する。

【 各課若手職員(1～2名)】 （ ※） 《 病院事務部各課ミ ッ ショ ン 》

（ ※） チーム構成員10名（ 令和6年1月1日現在） 3

２ (3) RPA推進プロジェ ク ト チームの基本方針

(3)基本方針

【 基本方針】

各構成員がRPAを導入するこ と で、 業務効率化が見込まれる案件を洗い出し 、

可能なと こ ろから RPA化を進めていく こ と で、 業務の効率化を目指す。

但し 、 RPAを基本と するが、 他のツールの活用等により 業務効率化が図れる

場合には、 RPA化以外の手法の検討を行う こ と も 可と する。

定型作業を自動化し 、 より 創造的な業務にシフ ト ・ チェ ンジを図る。

【 基本ルール(SNC)】

◆手間暇かけずに出来るこ と から 始める！ ⇒《 Sm all start》

◆ノ ルマは課さ ない！ ⇒《 No pressure》

◆極力費用はかけない！ ⇒《 Cost saving》

4★ボト ムアッ プでの自由な発想と SNCにより 業務効率化への取組の好循環を創出

Ｓ

Ｎ

Ｃ



２ (4) RPA推進プロジェ ク ト チームの活動概要

(4)活動概要

●チーム定例打合せ
・ 毎月２ 回定例開催日を 設定し 、 各自の進捗状況の報告やRPAに関する情報提供等を 行う 。

《 実績： R3年度-19回、 R4年度-18回、 R5年度-15回(R6.1.1現在)》

■チーム報告会
１ 年間の活動内容についての報告会を 実施し 病院事務部全体への情報共有を図る。
《 実績： R3年度-R3.7.28, R4.2.22, R4年度-R5.2.14, R5年度-R6.2.22(予定))

★スキルアッ プへの取り 組み
○書籍から 知見を 深める
○ウェ ブセミ ナー受講により 事例を学ぶ
《 受講実績》

・ R3.12.10 医療機関におけるRPAを 活用し た３ つの経営目標への提供可能性
・ R4.6.23   事務スタ ッ フ が始める！自動化・ デジタ ル化W ebセミ ナー
・ R4.10.7   SDCs①事例で学ぶRPAによる業務改善
・ R5.5.26   事務スタ ッ フ が始める！自動化・ デジタ ル化W ebセミ ナー
・ R5.6.30   Power Automate Desktop 入門セミ ナー 5

２ (4) RPA推進プロジェ ク ト チームの活動概要

▶ チームでの主な取組事例

【 令和4年度】

・ 決議書作成に係るRPAの活用

・ 設備保全のDX推進に係るRPAの活用

・ メ ール送信に係るRPAの活用

・ データ 処理に係るRPAの活用

・ 研修会未受講者リ スト 作成に係るRPAの活用

【 令和3年度】

・ 休暇取得状況のお知ら せ自動送信

・ Formsを 用いた電話やメ ールを減ら す手法

・ Excelを使用し た請求書の自動作成および新規フ ォ ルダ・ フ ァ イ ルの保存

・ 診療科への統計データ 自動送信

6



２ (5) RPA推進プロジェ ク ト チームの今後の展望と 成果

(5)今後の展望と 成果

《 STEP3》
●RPAの成果を病院事務部内で共有し

横展開を進めていく 。
働き 方改革等を推進するため、
全学でのDX推進と の連動も 視野に
病院全体での業務効率化を 図る。

《 STEP2》
●報告会を 実施し 、 RPAの成果等を

病院事務部全体で情報共有を図る。

(３ ～５ 年間)【 R3年度】 【 STEP3以降】

《 STEP1》
●RPA化でき る案件を洗い出し 、

可能な範囲でRPA化を 進め
ノ ウハウを 蓄積する。

＜展望＞

こ れら の成果の大学全体への伝播によ り
組織と し て更なる波及効果が期待さ れる！

＜成果＞
◆本チームでの活動により 若手職員の

業務効率化への高いマイ ン ド の育成

◆人事異動により 業務効率化への意識
の高い若手職員の大学内での循環

7

個人と し ての能力向上が期待さ れる！

＜成果＞
◆本チームでの活動により

若手職員のITスキル向上
◆若手職員の通常業務に対

する意識改革

３ 令和5年度 熊本大学業務改善表彰

◆令和５ 年度 熊本大学業務改善表彰式(R5.11.24)

＜表彰事案＞

★グラ ン プリ ★

件 名： RPA推進プロジェ ク ト チームにおける
業務効率化への取り 組み

表彰者： 勇﨑 剛、 速瀬 あずさ 、 山野 育実、 福田 佳代、
宮﨑 名央子、 東 滉一郎、 繁永 昌憲、
田上 将太郎、 田尻 瞳、 宮林 洋一

《 計10名》

その他、 準グラ ンプリ (1組), 入賞(1組), 特別賞(3組)が受賞

【 役員及び受賞者全体撮影】

【 参考】
国立大学法人熊本大学業務改善表彰要項 －抄－

第4条 業務改善表彰は、 連続する二事業年度又はそのいずれかの
事業年度において、 特に顕著な功績又は模範と し て推奨するに
ふさ わし い業務改善努力があっ た職員又はグループに対し て行う 。

【 業務改善表彰式会場】

8



教育現場における
DX推進取組み

～保護者等Web ～

熊本大学R6.1.10 定例学長記者懇談会

DX
なぜなぜ

を決意したのかを決意したのか

推進推進

令和6年1月10日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料２-２



成績証明書の送付成績証明書の送付

郵 送 費郵 送 費

問題点

１

発送作業発送作業

問題点

２

タイムラグタイムラグ

問題点

３

セキュリティセキュリティ

問題点

４

5学部 6,300通／年間実績



保護者等Webの効果保護者等Webの効果

郵 送 費郵 送 費 発送作業発送作業 タイムラグタイムラグ セキュリティセキュリティ

７学部 ７,000通／年間効果

経費削減
400万円

業務効率
350時間

解 消
priceless

保護者支援

Infinity

熊本大学

保護者等W eb

学生

・ お知ら せ

・ 保護者情報登録

・ 保護者初期PW

・ 保護者PW 初期化

・ 成績等の閲覧設定

※認証方法（ 熊大統合認証）
ID： 熊大ID（ 生涯ID)
PW ： 統合認証PW

教員

事務職員

保護者等

・ お知ら せ

・ 成績情報

・ 出席状況

※認証方法
ID： 学生の熊大ID（ 生涯ID） に対し て発行
PW :初回ログイン時に初期PW から 要変更
OTP： パスコ ード

多要素認証多要素認証

※認証方法（ 熊大統合認証＋掲載用アカ ウント ）
ID： 掲載用ID
PW ： 掲載用PW
ID： 熊大ID
PW ： 統合認証PW

二段階認証二段階認証

出席情報

出席管理システム

教員

学務情報システム

インターネット

保護者等Ｗeb
全体イメージ



保護者向けアンケート
利 用 拡 大利 用 拡 大

授業料収納状況表示

学修成果状況表示

合理的配慮支援

出席率低下時の連絡

保護者等Ｗeb
今後の
活用可能性

導入検討中

全国の保護者Web状況全国の保護者Web状況

保護者の成績通知
2013年日本学生支援機構調査
86.7％（国立80.0％、公立62.3％、私立91.0％）
※ 出席状況悪化連絡・・・72.5％

Web化

国立大学・・・九州、金沢、埼玉 3校
私立大学・・・１割未満

多要素認証

出席状況

リアルタイム

国内大学初
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